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研究成果の概要（和文）： この研究は、中国で出版され日本に輸入された福州版大蔵経について基礎的な調査をする
ことである。特に福州で刊行された大蔵経は、多く日本に現存している。国内の調査によって、中国での刊行の実態が
解明でき、同時に日本国内の受容の状態も判明するのである。
　実際に実物を手に取って調査することで、版木の状態・彫刻者・印刷者などの情報を得ることができる。日本でのみ
可能な研究である。

研究成果の概要（英文）： The aim of this study is to make a basic research on the FuZhou edition of 
Buddhist Tripitaka left in Japan.
 Large amount of Buddhist Tripitaka published in FuZhou was imported into Japan.So we can research on 
Tripitaka with the original texts,and find out much information about printing 
blocks,carvers,typographers and so on.Based on this study,we can know the reality of the publication of 
Tripitaka in Chinese,and we can also reveal how it was accepted in Japan.
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１．研究開始当初の背景 
日本における中世以前の「文字資料」の多

くは「書写（写本）」という形で現存してお

り、写本研究に偏る傾向が顕著であった。一

切経に関する研究についても、古代、中世を

通じて書写一切経に集中し重厚なものがあ

る。特に近年の院政期から中世前期の書写一

切経に関する充実した研究として、中尾尭・

落合俊典・宮崎健司・斉藤俊彦・上川通夫の

業績をあげることができる。 

一方、奈良国立博物館「聖地 寧波」展

（2009 年 8 月 30 日までの会期）など、日本

を含めた東アジア交流・文化史において宋版

大蔵経が重要な検討課題となってきた。更に

新たなる動向として中国国内の関心の高ま

りが注目される。補刻・補修に関する詳細な

比較検討のなかった頃に着手したこの研究

は、版本調査の基本である刊行の時期・印刷

の時期・補修の時期の識別（刊・印・修）と

いう観点からの徹底した調査を継続して行

うことで、得られるものは頗る多いことが確

実である。我国現存舶載東禅寺版一切経の数

セットの印造時期について先後関係の推定

が可能となる筈である。 

 

２．研究の目的 
 宋版大蔵経は、東アジア史に占める位

置の重要性にも拘わらず、その厖大な員

数の確認と版種の識別確定が従来の調

査研究の目的であった。研究代表者牧野

和夫は、この１０年余にわたり、日本各

地の現存福州版大蔵経を訪ね、版本の基

本的な識別基準「刊・印・修」に関する

詳細な調査によって、中国国内での版刻

の実態、日本への舶載の具体的な経緯な

どを解明しつつある。国内での逓蔵の経

緯と寺社奉納伝承の真偽、幕末明治期の

流伝と保管研究など多様な課題も浮上

してきた。本研究は、この個々に行われ

た調査の成果を更に深め、実地調査の継

続・完成を目指しつつ相互に比較検討し

て、中国仏教史・書誌学・日本仏教文学

・日本中世文化史などの観点から総合的

に参照検討するに耐えうる基礎的な調

査研究を行うことを目的とする。 

 
３．研究の方法 
本研究は、宋版大蔵経調査と関連する国

内・国際シンポジウム並びに研究会（共催・

後援を含む）の二つが相互に機能することに

よって成り立つものである。 

（１）、研究代表者・分担研究者・研究協力

者が原則として共同で大蔵経調査を行う。 

（２）、その調査内容を検討し調査の進行状

況を、調査後に国際シンポジウムなどに積極

的に参加し、報告する。 

（３）、同時に研究代表者・研究協力者は、

研究目的に即応した個別の研究テーマを設

定し、年一、二回程度関連する学会・研究会

において報告を行う。この研究テーマは、既

調査の成果を踏まえた「宋版仏書とその周

辺」・時代背景・逓蔵状況（近代に及ぶ）並

びにその周辺などを含める。 

 
４．研究成果 

当初計画において目標とした第一点は膨

大な一切経の調書採りを２０１４年度まで

可能な限り行うことであった。研究代表者・

研究分担者・研究協力者が共同で調査したと

ころ、既に宋版一切経のうち東禅寺版につい

ては、東寺蔵一切経（約 2000 帖を調査済）・

本源寺蔵一切経（2004 年度に全蔵調査終了）

の調査により、多くの知見を得て調査項目の

整備を終えた。その過程で確認できたいくつ

かの徴証により、我国現存舶載東禅寺版一切

経の数セットの印造時期について先後関係

の推定を終えたことは成果の最大のものの

ひとつである。 

第二点は、調書採りの主要な目的である

「刻工名」の蒐集であった。研究分担者野澤

佳美の研究により、活字化された資料類によ

る蒐集も進み、分析推論も提示された。その



ひとつの成果が「題記」の問題の顕在化であ

った。その一方で調書採り作業の進展により、

開元寺版の題記への〈修〉が「入木」や「１

行（～３行）未刷印」という形で顕在化して

きた。その具体的な二、三の事例と刻工の関

係などの成果を２０１３年の国際シンポジ

ウム（杭州市）などで報告紹介した。また「題

記１行（～３行）未刷印」と「五面一紙一板」

の問題は思渓版の生成期にも及ぶことが明

らかになった。 

しかし、最大の成果は、今後の課題が顕在

化したことである。「題記１行（～３行）未

刷印」と「五面一紙一板」の問題などは、「題

記」・「混合帖」の問題も含めて、入木や補刻

葉など〈修〉や刻工の問題に連関してくる複

合的な要素が多く、その実際の調査の質の

「深化」が求められる段階に至ったことが確

認できた点にある。 

また、個々の蔵経の保存の課題として、保

管環境の整備など多様な課題も浮上してい

るが、とりわけ保存保管の現状に緊急に対応

策が必要となるケースもあることを確認す

ることができ、現状保持を目途に和紙にて包

み中性紙の封筒に保存するなどの対策を講

じた。 
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